
令和２年（健）第４３９号

令和３年６月３０日

主文
　本件再審査請求を棄却する。

事実
第１　再審査請求の趣旨
　再審査請求人（以下「請求人」という。）
の再審査請求の趣旨は、健康保険法（以下
「法」という。）による傷病手当金（以下、
単に「傷病手当金」という。）の支給を求め
るということである。

第２　事案の概要
　本件は、適応障害（以下「当該傷病」と
いう。）の療養のため労務に服することがで
きなかったとして、令和◯年◯月◯日から
同年◯月◯日までの期間（以下「本件請求
期間」という。）について、傷病手当金の支
給の請求をした請求人に対し、◯◯健康保
険組合（以下「保険組合」という。）が、療
養のための労務不能とは認められないため
として、傷病手当金を支給しない旨の処分
をしたことを不服として、請求人が、標記
の社会保険審査官に対する審査請求を経
て、当審査会に対し、再審査請求をしたと
いう事案である。

第３　本件再審査請求に至る経緯
　本件記録によると、請求人が本件再審査
請求をするに至る経緯として、次の各事実
が認められる。
１　請求人は、当該傷病の療養のため労務
に服することができなかったとして、本
件請求期間について、令和◯年◯月◯日
（受付）、保険組合に対し、傷病手当金の
支給を請求した。
２　保険組合は、令和◯年◯月◯日付けで、
請求人に対し、「令和◯年◯月◯日から労
務不能と認められないため」として、傷
病手当金を支給しない旨の処分（以下「原
処分」という。）をした。
３　請求人は、原処分を不服として、標記
の社会保険審査官に対する審査請求を経
て、当審査会に対し、再審査請求をした。

第４　当事者等の主張の要旨
　（略）

理由
第１　問題点
１　傷病手当金の支給については、法第
９９条第１項は、被保険者が療養のため
労務に服することができないときは、そ
の労務に服することができなくなった日
から起算して３日を経過した日から労務
に服することができない期間、傷病手当
金を支給する旨を規定している。
２　本件の場合、保険組合が前記「事実」
欄第３の２記載の理由で行った原処分に
対し、請求人はこれを不服としているの
であるから、本件の問題点は、請求人が、
本件請求期間について、当該傷病の療養
のため労務不能であったと認められない
かどうかである。

第２　審査資料
　本件の審査資料は、以下のとおり（いず
れも写し）である。
資料１　本件請求期間に係る傷病手当金・
傷病手当付加金請求書の療養を担当した
医師が意見を書くところ欄のａ病院（以
下「ａ病院」という。）・Ａ医師（以下「Ａ
医師」という。）が令和◯年◯月◯日付け
で記載した部分
資料２　Ａ医師が作成した労務不能につい
て（回答）と題する書面（令和◯年◯月
◯日付け）
資料３　請求人が作成した状況報告書・同
意書と題する書面（令和◯年◯月◯日付
け）
資料４　請求人に係る診療報酬明細書でａ
病院のもの（令和◯年◯月分、同年◯月
分）
資料５　請求人に係るｂ薬局ｃ店（令和◯
年◯月分、同年◯月分）の調剤報酬明細
書で医療機関をａ病院とするもの
資料６　保険者が請求人の所属していたｄ
社ｅ支店の◯氏に内線電話で確認した事
項及び添付資料（令和◯年◯月◯日付け）

第３　事実の認定及び判断
１　本件審査資料によれば、以下の各事実



を認めることができる。
⑴　資料１から必要な部分を摘記すると、
以下のとおりである。
傷病名：適応障害
発病又は負傷の原因：不詳
発病又は負傷の年月日：不詳
療養の給付を開始した日年月日：令
和◯年◯月◯日
労務不能と認めた期間：令和◯年◯
月◯日から同年◯月◯日まで３５
日間
診療実日数：２日間
傷病の主症状および経過概要
不安焦躁を認め今後加療必要　就
労困難

上記の期間中に入院をした期間があ
る場合はその期間（注：記載なし）

⑵　資料２から必要な部分を摘記すると、
以下のとおりである。
１傷病の主症状および経過
診断：適応障害
　入社後まもなくして職場そのもの
の雰囲気に馴染めなく意欲低下不安
焦躁を認め令和◯年◯月初旬ごろよ
り上記症状不安定にて令和◯年◯月
◯日当院初診となった。初診時不安
焦躁、意欲低下に加え就労意欲の乏
しさを強く認め、御本人からも休養
希望ありて就労困難と判断し令和◯
年◯月◯日から同年◯月◯日まで就
労困難と判断し診断書を記入し初診
時本人に渡した。

２労務不能を◯月◯日からにした経緯
　依然として上記症状不安定であっ
たが退職日近くなるにつれ表情は穏
やかになりつつあった◯月◯日以降
は欠勤になるとの御本人の意見あり
て申請希望日に合わせる形で同年◯
月◯日以降の日で傷病手当の記入と
した。

３傷病名
　初診時意欲低下等の抑うつ症状を
認め神経症性うつ病としたが、環境
に左右される部分が多々あり又職場
から離れると比較的安定する状況が

認められた事から適応障害とした。
⑶　資料３から必要な部分を摘記すると、
以下のとおりである。

　　　①通院されている病院等
　　　　・病院名：ａ病院
　　　　　　Ｃ：その他（２週間に１回）
　　　②服薬状況について

スルピリド錠５０ｍｇを毎朝の朝
食後に服用

　　　③生活状況について（＊複数の回答可）
Ｂ：一日３時間程度横になってい
る

Ｃ：必要最低限の家事をする
Ｅ：読書、テレビ鑑賞

④③以外の選択肢以外に何かあれば
（注：記載なし）
⑤療養について、担当医師からどのよ
うな指示等を受けていますか
生活習慣を整えて、外出の機会を
増やしていく。

（注：⑥、⑦は掲載省略）
⑧雇用（失業）保険の受給について
　　Ａ：手続きしていない
⑨身の回りの世話をしてくれる方はい
ますか？
続柄・関係：婚約者
（注：「氏名」、「日中連絡とれる電
話番号」は掲載省略）

⑷　資料４から主な部分を摘記すると、
以下のとおりでる。

診療
年月 傷病名 診　療

開始日 転帰 診　療
実日数 摘要

◯. ◯ 神経症性うつ
病（主）

平成◯年
◯月◯日

１ 初診料
処方箋料（その
他）
通院精神療法
（30分以上）
他

◯. ◯ 同　上 同　上 ２ 再診料
処方箋料（その
他）
通院精神療法
（30分未満）
他

（注：空欄は記載なし）

⑸　資料５から主な部分を摘記すると、
以下のとおりでる。



ウ　請求人に係る◯（令和◯）年◯月
度勤務月報
　◯月◯日から同月◯日まで公休日
を除き出勤し、通常業務に従事して
おり、同月◯日から同月◯日まで
１２日間は有休を取得し、同日は退
職と付記されている。
エ　請求人に係る◯（令和◯）年◯月
給与支給明細書
　支給欄に本給「◯◯◯，◯◯◯」、
支給総額「◯◯◯，◯◯◯」、控除欄
に①法定控除計「◯◯，◯◯◯」、②
法定外控除計「◯◯，◯◯◯」、控除
総額「◯◯◯，◯◯◯」差引支給額　　　　　
「◯◯◯，◯◯◯」と記載されてい
る。
オ　請求人がｄ社代表取締役社長Ｃ宛
てに作成した退職願には「私儀　こ
のたび一身上の都合により来たる◯
年◯月◯日をもって退職致したくこ
こにお願い申し上げます。　　◯年
◯月◯日　ｅ支店◯◯部◯◯課　
Ｂ」と記載されている。

２　上記の認定事実に基づいて、本件の問
題点について検討し、判断する。
⑴　健康保険の傷病手当金の支給要件と
しての労務不能については、その被保
険者が本来の業務に耐えられるか否か
を標準として、社会通念に基づき認定
されるべきものであり、必ずしも医学
的見地からのみ判断されるべきことで
はないが、ことは「傷病による療養の
ため」労務不能といえるかどうかの問
題であることを考えると、特段の事情
の存しない限り、まずは、その傷病の
診療に当たった医師が、その傷病の性
質、病状及び治療の経過等を踏まえた
結果として、労務不能か否かについて
どのような医学的判断をしているかが
重視されなければならないというべき
である。そして、傷病手当金は傷病の
療養のため労務に服することができな
いと保険者が判断した場合に支給され
るものであって、被保険者が何らかの
自覚症状があるとか、通院して投薬・

調剤
年月

処方
月日

調剤
月日 処方等 調剤

数量

◯. ◯ ◯. ◯ ◯. ◯ 【内服】１日１回朝食後
スルピリド錠５０ｍｇ「サワイ」
１錠

６

◯. ◯ ◯. ◯ 【内服】１日１回就寝前
クロチアゼパム錠５ｍｇ「日医
工」１錠

６

◯. ◯ ◯. ◯ ◯. ◯ 【内服】１日１回朝食後
スルピリド錠５０ｍｇ「サワイ」
１錠

１４
１４

◯. ◯ ◯. ◯ 【内服】１日１回終身前
クロチアゼパム錠５ｍｇ「日医
工」１錠

１４
１４

⑹  資料６から主な部分を摘記すると、以
下のとおりである。
ア　令和◯年◯月から同年◯月◯日ま
での間、Ｂ氏（注：請求人）の勤務
状況に勤労意欲の乏しさや従前と異
なる様子を見せたていたり、従前と
比べてＢ氏に何か変化はあったかに
対し「令和◯年◯月◯日、Ｂ氏より
口頭で退職の意向をつげられました
…退職理由が実家（◯◯市）の家業
である果樹園を高齢の祖父に代わり
父と共に継ぐことであった為翻意を
断念し、同年◯月初旬に上司である
◯氏にＢ氏の退職を報告しました。
Ｂ氏は同年◯月◯日に退職届を提出
し、正式に退職の意思を示しました
が、同年◯月◯日の最終出勤日まで
意欲的に業務をこなしてくれました。
したがって当該期間におけるＢ氏に
ついて勤労意欲の乏しさや勤務態度
の変化について変化は見受けられま
せんでした。」と回答している。

イ　ａ病院のＡ医師から「◯月◯日以
降は欠勤になるとの御本人の意見あ
りて」との記載は事実であったかに
対し「令和◯年◯月◯日から退職日
の同年◯月◯日まで未消化であった
有休休暇を取得しており、令和◯年
◯月◯日から同年◯月◯日までの給
与は同年◯月◯日に全額支払ってい
ます。しがたって「◯月◯日以降欠
勤となる」とのＢ氏の主張は正しい
ものではありません。」と回答してい
る。



て、主文のとおり裁決する。注射・処置等を受ける必要があるから
といって直ちに労務不能とするもので
はなく、症状、治療内容、予後の見通
し等を総合的に検討し、被保険者が業
務に就くことが可能か否かを保険者が
判断することとされている。
⑵  本件においてこれをみると、資料１
によれば、Ａ医師は、請求人の当該傷
病について、令和◯年◯月◯日から同
年◯月◯日まで３５日間を不安焦躁を
認め、今後加療が必要とするため労務
不能と認めるとしている。しかしなが
ら、資料６によれば、請求人の勤務す
る事業主からの供述によると、請求人
は、令和◯年◯月初旬に上司に家業を
継ぐためとして退職の意向を示し、同
年◯月◯日に退職届を提出し、その後、
同月◯日まで普段どおりに出勤して、
意欲的に業務をこなし、同月◯日から
◯日まで公休日後、同月◯日から◯日
までの間、有給休暇を取得して同日付
けで退職し、同月分の給与は全額支給
されたことが認められる。また、資料
２のＡ医師の回答によると、労務不能
期間を同月◯日からとした理由につい
て「退職日が近くなるにつれ表情は穏
やかになりつつあった」、「◯月◯日以
降は欠勤になるとの御本人の意見あり
て申請希望日に合わせる形で同年◯月
◯日以降の日で傷病手当の記入とし
た。」とされている。これらを考え併せ
ると、請求人は、同月◯日まで普段ど
おり出勤し、意欲的に業務をこなし、
残っている有給休暇の取得をしていた
のであり、有給休暇取得中の同月◯日
から労務不能とされたのは、請求人の
希望によるものであり、医学的根拠に
基づくものではないと考えるのが、相
当である。したがって、本件請求期間
における当該傷病による療養のため労
務不能と認めることは困難といわざる
を得ない。
⑶　以上によれば、請求人の主張には理
由がなく、原処分は妥当であるので、
これを取り消すことはできない。よっ




